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プラ ズ マ の 閉 じ込 め評 価 を詳細 に 行 う場 合 に は 、中心領 域の 密度 だ け で は な　　 × dδ
くそ の 分布 変化 を短 時 間 で求 める 方法 を考 慮 しな ければ な らない 。現 在定 常計

測 法 と して 用い られ て い る70GHz マ イ クロ 波干渉 計 に よ り密度 プロ フ ァ イル を “s’t．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
求 め るに は、再 現性 の 良 い複 数の 計測 データが必 要 で ある。この よ うな欠点 を　暮
補 い 、プラ ズ マ シ ョ ッ ト毎 の 敏速 な分 布変 化 を比 較 す る手 段の一環 と して、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨

切

GAMMAIoza度 分 布計 測 に 超短 パ ル ス 反射 計 を適用 した実験 を行 っ て い る。　　　　　0．5
　超短 パ ル ス 発 振器 で は 時 間幅約 65ps の イ ン パ ル ス を生成 し、こ れ をマ イ クロ

波 の 電場方 向 と外 部磁 場の 方 向 を揃 え た状 態 で プ ラ ズ マ に O−mode で 入 射 させ る。
パ ル ス 中 に含 まれ る広 帯域 の周波 数成 分 は、O−mode 　Cutoff層 が存 在 す る位 置 で

各 々 異 なる 時 間差 を持 っ て 反射 され る。こ れ か ら特定 の 周 波数成 分 を分離 し検

出す れ ば、単一パ ル ス で 掃 引型反 射計 と等 価 な電 子密 度分 布 を得 るこ とが で き

る と同時 に、飛 行 時間 に 見 られる密度 層 の 揺動 を一度 に 計 測 する こ とが 可 能 と

な る 。

　本研 究 で は、反射波 を中 心周波 数 が互 い に 異 な る4チ ャ ネル Band−Pass　FiIter
に よ り分解 して 時 系列 測定 を行 っ た。得 ら れ た プラ ズ マ エ ッ ジ周 辺の 分布 変動

は プラ ズマ 加熱 シ
ーケ ン ス の 変化 に 対 応 し て い る が、こ の 結果、干渉 計 と同様

の 分布変動 を捉 え る こ とに 成功 した 。 （図1）
　
一
方、密度揺動に っ い て は、その 周波数な らびに 強度 を密度の 値 と比較 し て

解 析 を行 っ て い る。プ ラ ズ マ に励 起 さ れ る 揺動の 種類 に よ っ て 周波数 は異 な る

が 、今回 観 測 さ れ た 揺動 に 関 して は、Cutoff密 度層の 位置 と揺動 強度 の 時 間的

な変化か ら分布勾配 へ の 依存性が示唆され た 。 （図2）
両 者 を比較する と と もに 、信号間の 相関 ・位相解析か ら円筒状に 分布す る プ ラ

ズ マ の 周方向に モ
ードを持つ よ うな揺動機構に つ い て 考 察す る 。
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（図 1）加熱シ
ー

ケ ンス に 伴 な う密度分 布変動
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（図 2 ＞Cutoff層 に対す る 8GHz信号の揺動 強度
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　タ ン デ ム ミ ラ
ー型 プラズ マ 閉 じ込 め装 置 GAMMAIO で は、核融合 を 目指 した 高密度 ・高温 度の プ ラ ズ マ 生 成 を 目的 と し た研

究 が 行わ れ て い る が、こ の 時 プラ ズ マ 中に は低 周波 の 密 度揺動 が 励起 さ れ る場 合が あ り、プ ラズ マ 閉 じ込 め性 能 を向上 さ せ る 上

で は この 機構 を 解明 す る必 要が あ る。本研 究 の 目的 は 密度揺動 の 径方 向分布 測定 を行 い 、プ ラズ マ 加 熱 シ
ー

ケ ン ス に 対 する 揺動

の 振 る舞 い に つ い て 明 らか に す る こ とで あ る。
　GAMMAIO セ ン トラ ル 部 に 設置 され た 可動ホ

ー
ン 式マ イ ク ロ 波干 渉計 を揺動測定 に適用 した。図 1 は 測定さ れ た 電子線密度

の 時間変化 を示 した もの で あ り、電子 サ イク ロ トロ ン 共鳴加 熱 （ECRH）印加時に 特徴的な揺動 が観測 され た。図 2に揺動 の 周波 数
ス ペ ク トル を示す 。 約4．5kHzの 揺動 で あ り、密度 の 変化 と共にそ の 周 波数 が 変化す る 。 また 径方向に ス キ ャ ン して 分布 測定 を行

っ た と こ ろ揺 動強 度分布は 図 3 の よ うな結果 とな り、周辺部 に お い て 揺動 が 大 き くな る 結 果が 得 られ た。
　講演 で は こ れ らの 詳細 に 加 え、同時測定 さ れ た電 子密度分 布との 関 連性 に つ い て如熱 シ

ー
ケ ン ス 別の 比 較 を示 す。ま た 今 回 よ

り新 た に 測 定 を開始 した フ ラ ウ ン ホ
ー

フ ァ
ー

回折法 に よ る 測定 に つ い て も報告 を行 っ 。
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　　 図 1　 電子線 密度 の 時 間変化
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　 図 2　 揺動 ス ペ ク トル の 時間変化
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　 図 3　径方 向揺動 強度分布
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